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K地区第68トレンチ　井戸2　検出状況

K地区第68トレンチ　井戸2　出土遺物



序　　文

香芝市は奈良県の北西部、古代から穴虫越えや問屋越えが通じ、大和と河内を結ぶ交通の要

衝に位置しています。現在では鉄道が縦横に走り、大阪のベッドタウンとして急速に開発が進

んで人口は増加の一途をたどっております。これに伴って発掘件数も増加し、市内各地で貴重

な発見が相次いでいます。しかし、開発に伴う発掘調査のため、遺跡全体の性格が解明される

前に消滅する危機にさらされています。

また、南西部には『万葉集』にもうたわれた二上山が奪え、人々に安らぎを与えています。

この二上山からはサヌカイトや凝灰岩などが産出し、サヌカイトは旧石器時代から石器の素材

として、凝灰岩は古墳時代以降に石棺や基壇の化粧石などに利用され、それぞれの時代の文化

の発展に寄与しました。

なお、市内には国史跡に指定されている尼寺廃寺跡や平野塚穴山古墳をはじめ、奈良盆地で

初めて須恵器が生産された平野窯跡群、さらには、旧石器時代からの石器生産をおこなってい

た二上山北麓遺跡群や5世紀末に築造されたものとしては全国屈指の規模を誇る前方後円墳の

狐井城山古墳など、数多くの貴重な遺跡があります。

さて、今回報告する下田東遺跡は土地区画整理事業にともなって平成13年度から発掘調査を

行ってまいりました。今年度で調査は終了しますが、初年度には帆立貝式の下田東古墳とその

周囲から人物などの形象埴輪がみつかり、平成17年度には平安時代の井戸から「種蒔日」や

「田刈」など農作業に関係する木簡が出土しました。さらに、昨年度は古墳の周濠から木棺の

底板が完全な形で出土し、年輪年代測定によって450年頃に伐採されたことが判明するなど全

国的に注目されています。

最後に、これまで発掘調査を実施するにあたってご協力を賜りました関係者の皆さまに感謝

申し上げますとともに、今後も報告書刊行まで事業が円滑に進みますよう、関係各位のより一

層のご指導、ご協力をお願いいたします。

平成21年3月

香芝市教育委員会

教育長　中谷　彪
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下田東遺跡第7次調査概要報告

遺跡の位置と環境

香芝市は奈良盆地西部の一角を占め、奈良県北西部に位置する。東に大和高田市、北葛城郡

広陵町、上牧町、西に大阪府柏原市、羽曳野市、南河内郡太子町、南に葛城市、北に北葛城郡

王寺町が接している。大阪府側から発達してきた鉄道、国道、高速道路などの交通網により都

市通勤圏のベッドタウンとして近年著しく人口が増加し、平成3（1991）年に県内10番目の市制

を施行した。

下田東遺跡の所在する市の南西部は標高52．000m～54．000mに沖積平地が拡がっており、宅

地開発が進む10年ほど前まで、10～11世紀頃に奈良盆地一帯で施行された条里制地割りの水田

地帯が明瞭に残されていた。その地割りの南北軸に沿って東から熊谷川、山崎川、杉橋川、初

田川、鳥居川が北流して大和川水系の葛下川に注ぎ込んでいる。平地の北側には標高60．000m

～80．000mのなだらかな馬見丘陵南西麓が横たわり、丘陵緑端を葛下川が北西に流れる。

周辺には、西方に旧石器時代の遺跡として知られる二上山北麓遺跡群があり、馬見丘陵の南

西にはナイフ形石器が出土した鈴山遺跡がある。また、縄文時代の遺跡として前期の北白川下

層Ia式～大歳山武の土器、石器や獣骨が大量に出土した狐井遺跡、下田遺跡があり、瓦口森田

遺跡では後期末の宮滝式～滋賀里I式の土器が出土している。しかし、弥生時代においては遺跡

の存在は稀薄であり、法楽寺山遺跡で後期の土器を伴った土坑、下田味原遺跡から後期の土器

が出土する溝など、少数の遺構が検出されている程度である。

古墳時代にはいると市城内の土地利用は活発化する。護岸遺構などが検出された前期～中期

の鎌田遺跡、土坑や水路などが確認された中期～後期の藤ノ木丁遺跡など、集落城も既往の発

掘調査により判明している。

古墳は馬見丘陵とその南西側の平地に散在する。古墳時代前期では丘陵南端に前方後円墳の

土山古墳、直径約10．0mの円墳の長谷山古墳がある程度であるが、後期になると御坊中第1号

境と同第2号噴、同第3号噴、御坊山第1、2号噴、勘平山第1、2号境のような、直径10・O

m～25．0m程度の円墳が各尾根支脈上に築かれる。平地側では中期後半に全長140．0mの前方後

円墳である狐井城山古墳や狐井稲荷古墳、下田東1号古墳がある。

古代の遺跡としては丘陵上に瓦散布地が点在している。中世には平地に荘園「平田庄」が開発

され、丘陵上には瓦城跡、鈴山城跡、下田城跡、古墳を利用した狐井城跡が築かれた。くわえて、

良福寺環濠、五位堂環濠、瓦口環濠などが成立した。

既往の調査

下田東遺跡は、香芝市下田東三丁目および大字狐井にかけての平地上に拡がる、集落跡を中

心とした複合遺跡であり、縄文時代早期から江戸時代にわたる土器が出土する。昭和55年の水

路改修時に縄文土器などが採集され、その存在が知られることとなった。その後、永らく発掘

調査は行われず、平成13年度から「五位堂駅前北第二土地区画整理事業」に伴い、発掘調査を実
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施することとなった。本概要報告書は、平成19年度に行った第7次調査の成果を報告するもの

である。

平成13年度（第1次調査）

山崎川以東の事業地北東区域において6，097．0汀宝を調査した。その結果、墳丘長21．0mの帆立

貝式古墳である下田東古墳が確認された。その周濠内からは円筒埴輪のほか家形、人物、鳥形、

鶏形等の形象埴輪が大量に出土した。古墳が立地する微高地の南側で検出した自然河道内には、

古墳時代後期から奈良時代にかけての土師器、須恵器の完形品が多量に遺存していた。それら

以外にも、飛鳥時代の軒丸瓦、軒平瓦、鵡尾、噂などが出土している。このことによって、事

業地内もしくは付近に、記録に残されていない瓦葺き建物の存在が想定されることとなった。

このほか、平安時代頃までの掘立柱建物、井戸も検出されている。

平成14年度（第2次調査）

山崎川以西の事業地西側区域を対象として延べ16，2弘OIdを調査し、自然河道に挟まれた微

高地状の原地形上において、古墳時代後期から平安時代にかけての掘立柱建物跡を多数確認し

ている。このうち古墳時代後期の掘立柱建物群は微高地の延びる地形に沿って建てられており、

区画溝が方形状に巡らされていた。自然河道理土は古墳時代の土師器、須恵器の完形品を多量

に含んでおり、水辺祭祀が行われたと考えられる。

平成15年度（第3次調査）

前年度調査区の隣接区域と事業地東側、南側区域において、8，596．OIdを対象に調査を行った。

事業地西側では弥生時代に埋没したと考えられる自然河道が大小あわせて3条検出されたが、

その他に顕著な遺構は存在しなかった。近鉄大阪線に画した事業地南側では、古墳時代から平

安時代にかけての溝、土坑、掘立柱建物跡などを検出している。事業地東側では、試掘調査で

遺物包含層下に遺構面を3面確認した。調査の工程上、単年度調査が不可能になったため、第1、

2遺構面を上層調査として15年度に、第3遺構面を下層調査として16年度に行った。

第1遺構面

標高52．200m付近の平地を地盤とする中世から近世にかけての遺構面で、自然河道に挟まれ

た部分の土地開発に伴って施された東西、南北の500条を超える素掘溝を検出した。

第2遺構面

調査区南側で検出した14世紀後半から15世紀初頭までに機能したと考えられる環濠居館を検

出した。環濠は東西93．0m、その東端、中央、西端に取り付く南北方向の約20．0m分を検出した。

西側は幅広・平底で大型、東側は幅狭・丸底で小型であり、形状、規模は異なっているが、同一

時期の開削であることを確認している。環濠内からは土師質土釜、瓦質措鉢、木製椀、石製品

が出土した。また、濠に隠される西側区画では主屋が検出されている。

2



第3遺構面（平成16年度調査）

飛鳥時代から平安時代にかけての自然河道について大規模調査を実施した。河川内遺構とし

て橋脚、堰、魚入状の各施設と考えられる木製杭列を調査区西域で、南東、中央、北西の各区

域で護岸施設を検出した。遺物はサヌカイト剥片、土師器、須恵器、被熟痕のある凝灰岩切石

が出土している。これらに混じって円筒埴輪、勾玉（蛇紋岩製）など古墳時代の遺物や、河床か

ら川原寺式軒丸瓦、噂（仏陀寺式）、斎串など飛鳥時代の遺物が出土した。また、橋脚、堰遺構

周辺では軒丸瓦、軒平瓦、墨書土器、墨書人面土器、土馬、馬歯、木製鋤などの奈良時代の遺

物が出土している。また河川内遺構周辺では奈良時代の祭祀関係遺物が多数出土しており、13

年度調査成果とあわせてこの自然河道一帯で祭祀が行われていたことが明らかとなった。

平成16年度（第4次調査）

平成15年度調査区に隣接する区域と事業地東側、南側区域の4，円3．OIdについて調査を行った。

調査区東端では前年度調査で検出した自然河道の西岸を確認し、土師器、須恵器、曲物側板な

どの遺物が出土した。これより西側では、東西、南北に走る素掘小港以外に柱穴、区画溝、井

戸などの遺構を約450基検出し、総柱のものを含めて約20棟分の掘立柱建物を確認している。掘

立柱建物は区画溝と平行位置で建てられるものと、方位を意識して配列されたものとに分けら

れる。前者はその上層埋土から飛鳥時代、後者は建物群の中央に位置する井戸から出土した土

器から、奈良時代のものと考えられる。また、「天」、「東」、「西」などの文字を墨書した土器

が出土していることから、これらの建物群は官衛的な施設であった可能性が高く、遺跡の性格

を考えるうえで重要な成果となった。

平成17年度（第5次調査）

平成14年度と16年度の調査で検出した掘立柱建物群の調査区に挟まれた区域を中心に4，7弘5

崩を調査した。

H地区

事業地のほぼ中央に設定した調査区で、面積は1，392．OIdである。

第1遺構面

素掘小港以外にピット、掘立柱建物、井戸、土坑など約450基の遺構を検出したが、その大半

がピットである。掘立柱建物は奈良時代から平安時代のものと見られ、役所などの施設の一部

と考えられる。井戸は古墳時代から現代のものまで計10基を検出し、平安時代の1基からは斎串

や墨書土器、打欠きのある土器など、祭祀に伴う遺物や木簡などが出土している。木簡は表裏

両面に墨書があり、破片ではあるが情報量が多く遺跡の性格を考えるうえで重要な史料である。

第2遺構面

調査区東半に位置する自然河道は、幅15．0m以上で調査区を縦断し、さらに東側に延びている。

断面には数回にわたる堆積が見られ、一定期間流路となっていたことが理解される。遺物は底

部に縄文土器細片が僅かに出土したのみであった。この自然河道上に井戸が密集して築かれて
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おり、居住域や耕作地として利用されたことが窺える。一方、調査区中央を南北方向に走る幅1．

0m～2．0m、深さ約1．0mの流路状遺構を検出している。

l地区

H地区の東隣に位置し、面積は1，682．5Idである。上から盛土・旧表土（耕作土）、床土となる。

床土の下層は灰白色の近世の耕作土層が堆積し、さらに1層下に第1遺構面とした中世から近

世の素掘小港を検出した。ただし、調査区東端では近代の水路により撹乱を受けていたため第

1遺構面は検出できなかった。また、調査区中央付近の黄灰色粘質土の地山面を第2遺構面と

した。さらに第3遺構面でH地区より続く河道を検出し、以下無遺物層であることを確認した。

平成18年度（第6次調査）

葛下川流路の南、事業地ほぼ中央南よりの一帯において区画道路予定地、都市計画道路予定

地の計2，737．OIdを調査した。主な遺構は平安時代から近世にかけての素掘小港、掘立柱建物、

井戸であった。また、葛下川の旧河道と考えられる自然流路を検出している。当該地域は事業

地内でも遺構密度が低く、葛下川の氾濫に伴うと思われる砂礫が調査地の至る所で見られるこ

とから、居住地としての土地利用は極めて稀薄であり、専ら耕作地として利用されていたこと

が窺える。

遺物は土師器、黒色土器が大半を占めるが、耕作土層および井戸枠内から7世紀第Ⅱ～Ⅲ四

半期に遡る軒瓦片が出土している。また柱穴から、礎盤に転用されたと見られる平城宮6664型

式I種の軒平瓦が出土したが、この瓦は平瓦部凸面に朱が残存していることから、平城宮内の

建物に葺かれていたものを再利用したと考えられる。当事業地内では、このほかに平城宮式の

軒瓦が数点出土しており、それらとあわせ平城宮との関わりが想定される。

平成19年度（第7次調査）の概要

平成19年度は土地区画整理事業地の東南端部（K地区）および北東端部（J地区）において、3本

のトレンチを設定し、全1，856．OIdを対象に発掘調査を実施した。なお、調査期間は平成19年6

月11日～平成20年3月27日で、実働171日を要した。各調査区の概要は次節以降の通りである。

各調査区の概要

．K地区

第68トレンチ（第1図～3図）

土地区画整理事業地の最も東南部において、都市計画道路および付帯道路敷設予定地が調査

対象地である。都市計画道路敷設予定地に東西9．0mx南北66．0m、付帯道路敷設予定地に東西

7．5mx南北65．5mのトレンチを設定した。調査面積は1，085．OIdである。

基本層序

上から順に現代耕作土、黄茶褐色砂質土（第I層）、灰色粘質土、茶褐色砂質土、暗褐色砂質土、

灰色砂層、黄褐色粘質土からなる第Ⅱ層、黒褐色粘質土、黄褐色粘質土（第Ⅲ層ベース）である。
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南から北に向かって地形が低くなっており、北半は耕作土層の下に厚い砂層が堆積する。調査は、

重機掘削により第I層を除去した面を第1遺構面として行い、同時および部分的に下層遺構を

検出した。よって、これらの下層遺構面を第2遺構面とした。第1遺構面から第2遺構面の耕

作土層下には一部地表化した土層（第Ⅲ層上面）や砂層が認められ、その直下に堆積する黄褐色

粘質土（第Ⅲ層）を第3遺構面として遺構検出を行った。

遺構

第1遺構面（第2図）

耕作に伴う素掘小港が主に南北方向に幾重にも重なって検出された。東西方向の素掘小港も

あるが圧倒的に南北方向が多い。調査地北側はかつて樹木が植栽されており、耕作土層を除去

した遺構面にまでそれらの根による撹乱が及んでいた。この面で検出した素掘小港は現在の地

表面の区画に合致し、土地が大きく三分割されている様子を見て取ることができる。

南北方向の素掘小溝は、トレンチ北半と南半で方向性に違いが認められ、北側のものはやや

東に傾いている。東西に走っている区画溝の周囲では同方向の素掘小港が認められることから、

区画と畦畔を意識したものであることが窺える。現代の土地区画に則して、南から北に向かっ

て地形が低くなっており、調査区北側では耕作土が厚く堆積している。出土遺物は、土師器、

須恵器、黒色土器、瓦器、陶器、製塩土器、円筒埴輪、形象埴輪、瓦、石器（石鉄ほか）で、下

層遺構を反映してか、古墳時代の遺物が多く出土している。

第2遺構面（第2図）

調査区南端で検出した黄褐色土層（第Ⅱ層ベース）上面において、第1遺構面から部分的に掘

り下げて遺構検出を行った斜行溝5条と、それに付帯する素掘小港群を検出した。また、上面

で検出したピットや小港等の下層遺構を当遺構面のものとした。

ピットや小港は茶褐色土から黒褐色土の色調の埋土であるが、調査区南端部のピットは完掘

し、中央部付近のそれらは時間的制約等により部分的な平面検出と掘削に留め、第3遺構面の

調査の際に完掘した。出土遺物は、土師器、須恵器等である。斜行溝群は第1遺構面の素掘小

溝の下層にあたり、やや弧状を呈する素掘りの溝で、調査地の東側へと伸びる。これらは条里

に沿わない溝であり、合流部分で南北方向の素掘小溝や、やや屈曲した南北方向の素掘小港と

接続し、それらには新旧が認められる。当トレンチの南に隣接する第5次調査のK地区でも同

一の斜行溝のほか、それに取り付く、同様な形状の南北方向の素掘小溝を検出している。この

周辺では安定した基盤層（第Ⅲ層上面）の高まりを有すること、斜行溝に新旧の切り合い関係が

認められることから、土地の制約を受けつつも条里を意識した土地利用を行ったと理解できよ

う。出土遺物は、土師器、須恵器、黒色土器、円筒埴輪、形象埴輪、瓦、石器等である。

また、耕作土層下には一部に地表面化した黄褐色土層（第Ⅱ層ベース）と砂層が認められた。

調査区北半では、地表面化した耕作面が少なくとも下層に2面程度存在することが掘削時の状

況から看取できた。耕作土層下に堆積した砂層は河川氾濫等による自然堆積層と考えられ、そ

の上面では古代の土師器嚢がほぼ完形で出土した。この砂層直下で井戸3を検出したことから、

5
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Yニー26．250

平安時代以降に河川氾濫が調査区の南半

中央部に及び、砂層が形成されたと推測　近1竺ニ1旦9

される。また北半はこの砂層が厚く、何

度かの氾濫堆積があったことが窺える。

出土遺物は少ないが、古墳時代から古代

の遺物が中心で、土師器、須恵器、円筒

埴輪、石器等が出土した。また、特筆す

べきものとして縄文時代前期土器（北白

川下層ⅡA式）がある。これは、当遺跡で

出土した前期縄文土器でも初めてであり、塑＝1壁」嬰

かつ旧石器時代を除いて最も古い時期の

遺物であるが、平安時代の井戸2基より

上層に砂層が堆積していることから、本

来の時代を反映していない。

第3遺構面（第3図）

黄褐色粘土からシルト粘質土～粘砂質

土を基盤層として、古墳時代の土坑6基、

井戸1基（井戸2）、溝2条と、平安時代　塑二1旦L型

の井戸2基（井戸1、3）、ピットを検出

した。古墳時代の土坑6基は、トレンチ

南半において、第1遺構面検出時に一部

露出していた黒褐色土の包含層を当遺構　塑二1旦L些

面で各々遺構として捉えたものである。

ピットはトレンチ中央西側と南西側で集

中して確認しており、総数は約70基であ

る。原地形は、各遺構が集中する南半は　xニー162．190

安定した基盤層が形成されており、中央

から北側に向かって低くなっていく。北

半は旧葛下川の河川氾濫等により基盤層

は薄く、遺構も井戸1基以外は確認でき　xニー162，200

ない状況であった。

土坑1（第5図）

調査区南端で検出した。一辺約4．0m～

4．5mの不定形な平面を有し、深さは0．2　xニー162．210

m～0．4mである。北側は上層の東西方向

の素掘小港により削平を受け、西側が一

7
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部やや鋭角となる。最上層は耕作に影響を受けた黒褐色土の包含層で、上層は黒褐色土、下層

は黄褐色土ベース層を含んだ堆積土で埋没していた。遺物は最上層から上層に集中し、下層に

はほとんど含まれない。土師器、須恵器、円筒埴輪、形象埴輪、製塩土器が出土している。

土坑7（第6図）

土坑1の東側で検出した、平面が楕円形状の東西辺0．8m、深さ0．05mの遺構である。当初、

土坑1の拡がりと捉えていたが、ベース面において別遺構であることを確認した。土坑1と同

様に、北側は上層からの東西素掘小港によって削平を受ける。土坑2南側にも同様の浅い窪み

が認められ、本来は楕円形に北に延びていたと思われる。遺物の多くは土坑1で取りあげており、

須恵器が主である。

土坑2（第4図、5図）

土坑1の北側で検出した、中央が南北辺約2．0m、東西辺3．0mの隅丸長方形の土坑である。

北側に南北約1．0m、東西約2．0mの浅い落ち込みがあり、土坑3と接している。最も深い部分で0・

5mある。最上層は耕作に影響を受けた黒褐色土の包含層で、遺物が多く出土する。埋土は粘質

土～シルト質土からなる自然堆積層で、上層の窪みに一括して遺物を放棄したような状況が窺

える。下層からは少量の遺物が出土する。出土遺物は、土師器、須恵器、円筒埴輪、形象埴輪、

製塩土器がある。

土坑3（第6図）

土坑2の北側で検出した、平面が東西辺約3．0m、南北辺約2．0mの隅丸長方形の土坑である。

下層のベース層において各土坑との判別を行ったために、検出面からの深さは0・15mとなった。

最上層は耕作に影響を受けた黒褐色土の包含層で、上層は黒褐色土、下層はベース層を含んだ

堆積土で埋没している。遺物は、土師器、須恵器、製塩土器が少量出土している。

土坑8（第6図）

土坑3の東側で検出した、一辺約0．6m～0．8mの平面楕円形の浅い窪みで、土坑3との判別

が下層のベース層であったために、深さは0．05m～0．1mとなった。当初、土坑3と一連と考え

掘削を行ったため、遺物の多くは土坑3のものとして取りあげている。土師器、須恵器、製塩

土器が出土している。

土坑4（第6図）

土坑3の北側で検出した、一辺約3．0m～4．0mの不定形な堀形をもつ遺構である。深さは0・1

m～0．3mである。最上層は耕作に影響を受けた黒褐色土の包含層で、下層からの巻き上げられ

た遺物が多く出土する。上層は黒褐色土、下層はベース層を含んだ堆積土で埋没している。遺

物は、土師器、須恵器、円筒埴輪、製塩土器、弥生土器が出土している○

土坑5（第6図）

土坑3の西側で検出した、東西0．9m～1．25m、南北2．5m平面楕円形の土坑である。北側に

向かって深くなり、深さは約1．0mである。砂層まで到達していることから、井戸枠などの構造

物をもたない、素掘りの井戸として利用されたものと思われる。最上層は耕作に影響を受けた

黒褐色土の包含層で、上層は黒褐色土、中層から下層は暗灰緑色土である。遺物は、最上層お
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よび上層から中層に集中し、下層からは木製品が出土した。他の遺構よりも圧倒的に遺物量が

多く、廃棄したような状況が窺える。土師器、須恵器、製塩土器、円筒埴輪、木器（種子、木板

片）、木製品（紡績具）が出土している。

土坑6（第6回）

調査区南西側で検出した、東西0．9m、南北1．25mの偏楕円形の土坑で、深さは1．0mある。

砂層まで到達しており、最下層に土師器嚢が1個体完形で埋置されていることから、素掘りの

井戸として利用されたものと考えられる。出土遺物は、土師器、須恵器、円筒埴輪、製塩土器

があるが量は少ない。

井戸2（第7図）

土坑6の西側で検出した、円筒埴輪を井戸枠に使用した井戸である。平面中央部が円形で、

南北にそれぞれ張り出しのある、やや歪な堀形をもつ。中央部は東西1．7m、南北1．8mで、張

り出し部を含めた南北長は2．3m、深さは1．3mである。下田東遺跡では数多くの井戸が検出さ

れているが、円筒埴輪を転用して井戸枠としたものは初の出土例である。井戸枠は2個体の円

筒埴輪を組み合わせて作られており、掘形中央のやや南寄りに設置されていた。検出面では一

辺約0．5mの円形で、上段が下段に入れ子状に散った状態で出土し、井戸枠の全長は約1．2mで

あったと考えられる。透孔には別の埴輪片で蓋をして水が漏れないようにしており、これらの

埴輪片には数個体分が確認できた。上段の円筒埴輪は口径0．5m、底径0．亜m、全長1．27m、下

段のものは底径0．亜m、高さ0．5mで、基底部は欠損部位もあり、外周に埴輪片を巻き並べた状

況が窺える。透孔に蓋をした埴輪片には掘形から出土したものと接合する例があることから、

透孔に粘土で蓋を貼り付けつつ、掘形の土を積み上げたものと考えられる。井戸枠に使用され

た円筒埴輪は6世紀前半に比定されると考えられるが、掘形埋土にはこれと同時期の円筒埴輪

が多量に包含されている。このことから、井戸枠に使用した埴輪と同規模の円筒埴輪が一定量

持ち込まれていることが理解できる。直径0．5m、全長1．0m以上となると、この時期の埴輪と

しては規模の大きなものということができる。埋土には土器をほとんど含まないが、井戸枠内

の出土遺物から、築造年代は6世紀後半頃と想定している。枠内の埴輪は数個体分の埴輪に復

元できるため、上段の上にもう一段組まれていた可能性もある。最下層では、井戸を廃棄した

際の祭祀に伴う遺物であると考えられる斎串、木鉄、種子が出土した。

溝1

北側は東西幅0．6m、深さ0．2mで、南側は東西幅0．7m、深さ0．1mの南北方向に長い溝状遺

構である。北側では円筒埴輪が集中して出土し、南側の遺物集中部分からは土師器、須恵器等

が出土した。

溝2

東西幅0．6m～1．4m、深さ0．3m～0．5mで、南西から北東に斜行する長い溝で、調査区外ま

で延びる。上層に遺物を多く含み、土坑と同様の状況を示す。出土遺物は、土師器、須恵器、

円筒埴輪、石器がある。

また、平安時代の遺構は、井戸2基にくわえ、ピット約60基を検出している。
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第4図　第68トレンチ　土坑2平面図

土坑1

1．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土（炭、砂多く含む）
2．10YR5／4にぷい黄橿色砂混粘質土（炭含む）
3．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土（上層素掘溝埋土）
4．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土（炭含む）＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混
5．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土（炭含む）＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混

6．10YR4／2灰黄褐色細砂混粘質土＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混
7．10YR5／1褐灰色砂混粘質土＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混
8．10YR6／4にぷい黄橙色砂混粘質土　ベース
9．10YR6／4にぷい黄橙色砂混粘質土　ベース

土坑2

1．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土（炭、砂多く含む）
2．10YR4／3にぷい黄褐色砂混粘質土（炭多く含む）
3．10YR5／4にぷい黄橿色砂混粘質土（炭含む）
4．10YR3／2黒褐色砂混粘質土（炭含む）
5．10YR4／3にぷい黄褐色砂混粘質土
6．10YR3／2黒褐色砂混粘質土（炭含む）
7．10YR3／2黒褐色砂混シルト（炭含む）微砂含む
8．10YR3／2黒褐色微砂混シルト（炭含む）
9．2．5Y6／2灰黄色細砂～租砂
10．10YR6／1褐灰色シルト

11．10YR5／2灰黄褐色細砂混粘質土（砂多く含む）
12．10YR4／1褐灰色砂混粘質土
13．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土＋10YR5／6黄褐色粘質土
14．10YR5／1

15．2．5Y4／1

16．10YR5／1

17．10YR5／1

18．10YR5／6

19．10YR5／6

褐灰色砂混粘質土（炭、砂多く含む）＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混
黄灰色砂混シルト

褐灰色シルト
褐灰色砂混シルト
黄褐色粘質土　ベース
黄褐色粘質土（砂多く含む）ベース

第5回　第68トレンチ　土坑断面図1
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土坑1
1．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土（炭、砂多く含む）
2．10YR5／4にぷい黄橙色砂混粘質土（炭含む）
3．10YR4／2灰黄褐色砂混粘黄土（上層素掘溝埋土）
4．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土（炭含む）＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混
5．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土（炭含む）＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混

6，10YR4／2灰黄褐色細砂混粘質土＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混
7，10YR5／1褐灰色砂混粘質土＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混
8．10YR6／4にぷい責橙色砂混粘質土　ベース
9」OYR6／4にぷい黄橙色砂混粘質土　ベース

土坑2

1．10YR4／2

210YR4／3

310YR5／4

4．10YR3／2

5．10YR4／3

6．10YR3／2

7．10YR3／2

灰黄褐色砂混粘質土（炭、砂多く含む）
にぷい黄褐色砂混粘質土（炭多く含む）
にぷい黄橙色砂混粘質土（炭含む）
黒褐色砂混粘質土（炭含む）
にぷい黄褐色砂混粘質土
黒褐色砂混粘質土（炭含む）
黒褐色砂混シルト（炭含む）微砂含む

8．10YR3／2黒褐色微砂混シルト（炭含む）
9．2．5Y6／2灰黄色細砂一粗砂
10．10YR6／1褐灰色シルト

0

11．10YR5／2灰黄褐色細砂混粘質土（砂多く含む）
12．10YR4／1褐灰色砂混粘質土
13．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土＋10YR5／6黄褐色粘質土
14．10YR5／1褐灰色砂混粘質土（炭、砂多く含む）＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混
は2．5Y4／1黄灰色砂混シルト
16．10YR5／1褐灰色シルト
17．10YR5／1褐灰色砂混シルト
18．10YR5／6黄褐色粘賢土　ベース
19．10YR5／6黄褐色粘質土（砂多く含む）ベース

土坑5・土坑3・8
1．10YR4／2灰黄褐色砂混粘質土（炭、砂多く含む）
210YR5／4にぷい黄橙色砂混粘質土（炭含む）
310YR4／2

4．10YR4／2

5．10YR3／2

6．10YR4／2

7．10YR5／1

8．10YR4／2

9．10YR5／2

灰黄褐色砂混粘質土＋10YR4／3にぷい黄褐色砂混粘質士ブロック混
灰黄褐色租砂混粘質土（炭含む）＋10YR4／3にぷい黄褐色砂混粘質土ブロック混
黒褐色砂混粘質土（炭含む）＋10YR4／3にぷい黄褐色砂混粘質土ブロック混
灰黄褐色砂混粘質土（炭含む）＋10YR4／3にぷい黄褐色砂混粘質土ブロック混
褐灰色砂混粘質土（シルト質）（炭含む）
灰黄褐色砂混粘質土（シルト質）＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混
灰黄褐色砂混粘質土（シルト質）＋10YR5／6黄褐色粘質土ブロック混

2

10．10YR3／2

11．10YR3／2

12．10YR4／2

13．10YR4／1

14．10YR5／6

15．10YR5／6

黒褐色砂混粘質土（炭多く含む）
黒褐色砂混粘質土（炭含む）
灰黄褐色砂混粘質土（炭多く含む）
褐灰色砂混シルト
黄褐色粘賢土（砂多く含む）ベース
黄褐色粘質土　ベース

土坑5

1．10YR4／1褐灰色粗砂混粘質土（シルト）（炭含む）
2，2，5Y4／1貴灰色粗砂混粘質土（シルト）（炭含む）
3．2．5Y3／1黒褐色砂混シルト（炭含む、木片含む）
4．7．5Y4／1灰色粗砂混粘質土（シルト）
5．5Y4／1灰色砂混シルト
6．5Y4／1灰色砂混シルト
7．5Y4／1灰色シルト＋10YR5／1褐灰色シルト

1．10YR4／2　灰黄褐色砂混粘質土（炭多く含む）

‾l「＿‾‾‾

N

土坑4
1．10YR4／2灰黄褐色砂混粘賢土（炭、砂多く含む）
2，10YR3／2黒褐色砂混粘質土（炭含む）
3．10YR3／2黒褐色砂混粘質土（炭含む）
4．10YR5／6黄褐色粘質土　ベース

N

土坑6
1．10YR3／2　黒褐色砂混粘質土（炭含む）
2．10YR4／1褐灰色砂混シルト
3．10YR5／1褐灰色シルト混細砂一粗砂

溝2

110YR3／2　黒褐色砂混粘質土（炭含む）
210YR5／3　にぷい黄褐色砂混粘質土（シルト質）
310YR6／4　にぷい黄橙色砂混粘質土
4．10YR4／2　灰黄褐色砂混粘質土＋10YR5／6黄褐色粘黄土ブロック含む
5．10YR3／2　黒褐色砂混粘質土
610YR5／6　黄褐色砂混粘質土
7．10YR5／6　黄褐色砂混粘質土
8，10YR5／8　黄褐色粘質土　ベース

第6図　第68トレンチ　土坑断面図2
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1にぷい黄褐色（10YR4／3）砂混粘質土（砂粒多く含む　聞Fe含む　黄褐色土ブロック土含む）
2灰黄褐色（10YR4／2）砂泥粘質土、（伽含む　黄褐色土ブロック土含む）
3褐灰色（10YR4／1）砂混シルト質土（Mn含む　黄褐色土ブロック土含む
4灰色（5Y6／1）粗砂混シルト黄褐色土ブロック土含む
5灰色（7．5YR4／1）砂混シルト（黄褐色土ブロック土含む）
6灰色（10YR4／1）砂混シルト（5より粘性強い　黄褐色土ブロック土含む）
7にぷい黄褐色（10YR5／2）砂混砂質土、FeMn含む
8明黄褐色（10YR6／3）砂泥粘土、Mn含む
9灰黄色（25Y6／2）シルト混　粗砂
10灰色（5Y6／1）、シルト混粗砂
11褐灰色と黒褐色（10Ⅷ5／1と75YR3／2）の混りやや粘りある砂質土小石Fe含む

第7図　第68トレンチ　井戸2平断面図
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】Xこ‾162・133　IXこ‾162▼134

Yニー26，240

Yニー26，239

1．5YR4／1灰色砂混粘質土
210YR6／2灰黄褐色粗砂混粘質土
3．10YR6／2灰黄褐色砂混シルト質土
4．5Y5／1灰色細砂混シルト
5．5Y5／1灰色粗砂
6．25Y6／2灰黄色シルト

井戸1

1．10YR4／5　にぷい黄褐色砂混粘冥土　　52．5Y5／1黄灰色シルト混粗砂
2．10YR5／2　灰黄褐色砂混シルト　　　　6．2．5Y6／1黄灰色砂混シルト
3．10YR5／1褐色シルト混粗砂
410YR4／2　灰褐色砂混粘質土

十10YR5／6　黄褐色粘質土ブロック混

井戸3

7．10YR4／3　にぷい黄褐色粘土

第8図　第68トレンチ井戸1、3平断面図

井戸1（第8図）

調査区北端（標高52．9㈱m～52．800m）で検出した。一辺0．9m前後の隅丸方形の掘形を有し、

現状での深さは0．7mであった。耕作土層、砂層堆積層を除去した面で、第3遺構面よりも上部

から埋没していた。上部堆積は暗灰色粘土で、検出面では長辺約1．3mの掘形をもつ。井戸枠は、

方形縦板組の木枠であるが、検出時には土庄堆積や河川氾濫等により南側に向かって傾いてい

た。細い縦板や角材、板材などを組み合わせているが、やや粗雑な作りをみせる。その直下には、

内側に曲物をはめて井戸枠構造が作られていた。曲物は直径0．4m、高さ0．26mである。曲物の

外側には礫があり、曲物を設置した際に枠構造を保たせようとしたと考えられる。遺物は黒色

土器等が出土している。

井戸3（第8回）

南北0．9m前後、東西が1．1m前後、隅丸長方形の掘形をもち、調査区中央南側で検出した。

検出面の標高は53．3∝Imで、深さは0．4mであった。掘形の埋土は黒褐色土と黄褐色土が混じる

固く締まった土である。井戸枠は、検出面では一辺約0．6mで、底部に直径0．4mの曲物が高さ約0．
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08m分のみ道春していたが、本来は井戸1と同規模の曲物であったと思われる。曲物内埋土は

砂礫土で、平瓦が出土した。井戸枠埋土から土師器皿の完形品が出土しており、井戸廃絶時に

土師器を埋納したと考えられる

ピット

トレンチ西側中央部付近で30基、西側南端部付近で約30基を検出している。埋土の色調には

茶褐色と黒褐色があり、上層からの掘り込みのピットも含まれる。時期不詳であるが、古代か

ら中世の遺構と思われる。出土遺物には、土師器、須恵器、製塩土器等がある。

出土遺物（第9図～29図）

第68トレンチでは古墳時代の須恵器、土師器を中心に縄文時代から中世までの遺物が出土し

た。古代以降の遺物は少量で、古墳時代中期から後期におさまるものが多数を占める。主要と

なるのは調査区南側の井戸と土坑群で、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、

瓦質土器、陶器、製塩土器、円筒埴輪、形象埴輪、瓦、石器（石鉄・削器）、木製品（木鉄、斎串、

種子、紡績具、曲物）等がある。

土坑1（第9、10図）

須恵器杯蓋1～7、杯身10－21、有蓋高杯蓋8、壷22・23がある。19～21はヘラ措きを有する。

高杯9は三角の透孔が穿たれ、甑24底部の透孔は7ヶ所に復元することができる。他に土師器

杯25－28、高杯29～33、棄凱～41、甑吸が出土しており、25には穿孔が認められる。

土坑2（第11、12図）

須恵器杯蓋43－47、杯身亜～62、高杯66、嚢63・糾がある。47・60～62にはヘラ措きが認められる。

65はヘラによる穿孔を施しており、はそうと考えられる。この他、土師器杯67～70、高杯71・

詔、鉢73、壷74、甑77・78、嚢75・76・79～85がある。

土坑4（第13図、15図）

須恵器杯蓋86～90、杯身91～99、嚢101がある。壷100はヘラ措きを有し、土師器杯107－109、

高杯110－113、鉢114・115、棄119－121がある。甑116は、底部の透孔が他のものに比して広く厚い。

117・118は弥生土器壷である。

土坑5（第17図～20図）

須恵器杯蓋131－135・150～153、杯身136～1亜・154～157、有蓋高杯146、無蓋高杯147、はそ

う148、棄149があり、131・156・157にはへラ措きが施される。土師器杯158・159・178、鉢1糾

～167、高杯160－161、壷168、嚢169－176・179～183、甑163・1鋸が出土しており、1鋸は透孔

が広く楕円形に復元することができる。木製品185は中央に柄孔があり、紡績具と考えられる。

150－157、178～185は下層出土である。

土坑6（第21図）

須恵器嚢187、土師器杯189、高杯190、嚢191・192、甑193がある。191は下層から出土した。

井戸2（第22－29図）

円筒埴輪194－208、土器209～219、木製品220～232がある。194・195は井戸枠に使用された

16



円筒埴輪で、その透孔や割れた隙間等に充てられた埴輪が196～203である。204～207は井戸枠

内、208は掘形から出土した。194は口径50．4cm、器高127．0cmで、195は底径50．0cm、残存高50．

9cmである。199～203は194の透孔を塞ぐために、196～198は195の透孔および欠損部を補強する

ために充てられていた。197と198、201～203が各々同一個体である。208にはヘラ措きがある。

このほかにも堀形には円筒埴輪が多く含まれており、少なくとも5点以上を、井戸構築の際に

用いたことがわかる。これらの円筒埴輪は直径50．0cm前後であり、井戸枠に使用された194と同

規模の埴輪と推測できる。また、租い刷毛工具を使用し、成形には第1次調整が消されずその

まま第2次調整を施すなど、租雑な作りをみせる。土器類は井戸枠下層から土師器壷215・216、

嚢217、須恵器壷218、棄219、掘形からは須恵器壷212、土師器壷213が出土した。この他、須恵

器杯209、はそう211、土師器甑214がある。木製品220－232は井戸枠内最下層から出土したもの

で、220～228が斎串、229～231が木鉄である。220～224は全長12．5cm～14．0cm、幅1．2cm～1．8cm

で、225～228は端部のみの道春であるが、同様な規模であったと推測している。木鉄は2種確

認することができ、229は厚みがあり、230・231は細く扁平に製作されている。

このほか図示していないが、土坑や耕作土層、素掘溝から円筒埴輪、形象埴輪が出土した。

円筒埴輪は井戸2の井戸枠と同等の直径50．0cm前後の規模をもつものがある。

平安時代の遺構の出土遺物には、井戸1の黒色土器椀がある。井戸3は土師器皿、縄目の平

瓦がある。
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第23図　第68トレンチ井戸2出土遺物2
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＿．J地区

第69トレンチ（第30図、31図）

調査地は事業地の最も東北隅にあたり、旧メリヤス工場の跡地である。区画道路敷設予定地

を調査対象とし、幅5．5m、全長27．3m、面積150．OIdのトレンチを設定した。

基本層序

上から順に旧工場の整地土、盛土、現代（旧）耕作土、灰茶色砂質土、黒褐色粘質土、茶灰褐

色粘土、黄褐色粘質土および砂質土～青灰色粘土である。南側には茶灰色砂質土および下層の

砂層が堆積していた。

調査地は幾度となく耕作が繰り返されており、重機で旧工場の整地土、盛土、現代（旧）耕作土、

旧耕作土を除去した面を第1遺構面として調査を開始した。第1遺構面で南北方向の素掘小溝

を検出、掘削したのち、第1遺構面ベ一一スの黒褐色粘質土を除去して現れた面（茶灰褐色粘質土

上面、標高52．200m）を、第2遺構面とした。この遺構面では、南北方向の素掘小港と、下層遺

構として主要な遺構を検出した。両遺構面ともに、トレンチの北半と南半では土層の堆積状況

がやや異なり、南半は砂混じりの土層堆積を示していた。井戸以外を完堀したのち、黄褐色粘

質土上面（第Ⅲ層上面、ベース面）を第3遺構面として遺構検出作業を行った。

0　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　14

14　　　　　　　　　　16　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　22　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　26

2　　　　　　　　　　　　4

第30図　第69トレンチ西壁、北壁断面図
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遺構

第1遺構面

黒褐色粘質土上面（標高52．亜Om～52．200m）で、南北方向に幾重にも重なって走る素掘小港

を検出した。また、部分的に露出していた第2遺構面上で土坑2を検出した。南半には砂を多

く含む茶灰色砂質土および下層の砂が堆積しており、明確な素掘小溝を検出し得なかった。出

土遺物は土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、瓦、石器等で、古墳時代の遺物もあるが、平安時

代のものが多く出土している。

第2遺構面

灰褐色粘質土上面（標高52．200m）で、東西、南北方向に走る素掘小港にくわえ、やや東に斜

行する南北素掘小溝を検出した。南半は茶灰色砂質土、およびその下層にあたる砂層が拡がっ

ており、その上面でも素掘小港を検出した。第1遺構面から第2遺構面の間でも耕作を繰り返

していることがわかる。また、主要な遺構としてピット6基、土坑2基、井戸1基を検出した。

これらは主に平安時代の遺構であることから、埋没したのちに中世以降は耕作地となったこと

がわかる。出土遺物は土師器、須恵器、黒色土器、瓦、石器等で、平安時代のものが多い。

ピット

調査区中央から南側で6基検出した。平面円形で一辺0．2m～0．3m、深さ0．1m～0・2mの規

模である。礫を根石にしたものもあるが、調査区内では建物にはならない。時期は平安時代か

ら中世と思われる。

土坑1（第33図）

調査区南半（標高52．300m前後）で検出した、一辺0．6m前後でやや横長の楕円形平面をもつ、

深さ0．3mの遺構である。底を打ち欠き、口緑を下にして埋置された羽釜が出土した。遺構は砂

層を切り込んでおり、土器の出土状況から水溜めとしての機能が想定される。羽釜の内側から

黒色土器B類椀や土師器が出土しており、平安時代（10世紀後半）の遺構である。

土坑2

第1遺構面（標高53．100m付近）において土坑1の西側で検出した、平面楕円形を呈する南北1・

4m、東西1．6m、深さ0．55mの遺構である。当初井戸と想定していたが、自然堆積した状況を

看取できること、井戸と思われる構造が確認できなかったことから土坑と判断した。出土遺物

は土師器で、平安時代の遺構と考えている。

井戸（第32図）

トレンチ中央西側で検出した。隅丸方形の平面プランで、規模は一辺2．3m、深さ2．4mであ

る。最上層の一部は第2遺構面で検出した南北素掘小港により削平を受ける。井戸枠は二段に

なっており、上部構造は方形縦板組横桟留で、最上部は縦板が二重に立てられ、外枠は一辺0・8

m、内枠が一辺0．7mである。外枠に用いられた板材は幅0．1m～0．5m、長さ0．4m～0・8m、厚

さ0．05m、外枠最上段の横桟（北側）は長さ0．6m、厚み0．04m～0．06mである。枠内側の構造材

には長さ1．0m～1．2m、一辺0．05m～0．2m、厚み1．0m～4．0mの厚い木板を用いるが、厚み0・

05mのやや薄い板材も挿入されている。上部構造の井戸枠内寸は0．55m前後である。内枠の縦
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第32図　第69トレンチ井戸平面図、立面図

39



隅柱は上下二ヶ所に柄孔を切っており、横桟二段で支える構造になっている。内側西南隅の支

柱と下段の横桟とが組合う状況が確認できた。

下部構造は、一辺約0．5mの楕円形に到り抜かれた丸太を用いて構築され、やや材の足りない

部分に木板を飲め込んで枠を補強している。内法は0．4m余りである。劉抜き材は標高51．6（カm

～51．7（氾mであるが、上部構造で調整したため、さほど大きな差にはならなかったようである。

井戸枠の高さは0．9m前後で、北側のほうがより道春度が高く、表面に施された面取りを確認

することができる。さらに、到抜き材の内側中央には曲物（標高51．450m前後）が設置されてい

た。曲物の規模は一辺0．4m、高さ0．3mで、その下に構造物は存在しなかった。この曲物もま

た、井戸機能を保つために設置されたと思われる。枠内の埋土は、検出面から0．7m以下に有機

物を含む粘土と砂が堆積し、土師器、須恵器、黒色土器などの遺物が出土した。これらとともに、

木製の小さな曲物容器や横櫛等の遺物が出土した。10世紀後半の遺構と考えている。

xこ一161968

Hこ51．00m

Hこ50．00m

110YR4／3　にぷい黄褐色粗砂混粘質土（砂質）
210YR5／3　にぷい黄褐色砂混粘質土（シルト強）
310YR5／2　灰黄褐色砂混粘質土
410YR4／2　灰黄褐色砂混砂質土
510YR4／2　灰黄褐色粗砂混粘質土（シルト質）
6　2，5Y4／1　黄灰色粗砂混粘質土（シルト質）
7　5Y4／1　　灰色シルト
8　2．5Y6／2　灰黄色粗砂混粘質土
9　2．5Y5／1黄灰色粗砂混粘質土（シルト質）

10　2，5Y6／1貴灰色粗砂混シルト
115Y5／1　灰色シルト混砂
12　2．5Y5／1黄灰色細砂混シルト
13　2．5Y4／1黄灰色シルト（細砂“粗砂含む）

①10YR5／3　にぷい黄褐色砂混粘質土
②10YR5／2　灰黄褐色砂混粘質土
③10YR5／3　にぷい黄褐色砂混粘質土
④10YR5／3　にぷい黄褐色砂混粘質土

（（諺より粘性強）
⑤10YR4／3　にぷい黄褐色砂混粘質土　壁墜迦
（8　7．5YR4／3　褐色粗砂混砂質土
（診10YR5／2　灰黄褐色砂混粘質土
⑧　2．5Y6／2　　灰黄色砂混粘土
⑨　2．5Y5／1　黄灰色砂混シルト
⑩　2．5Y6／1　貴灰色粗砂混シルト
⑪10YR5／1褐灰色砂混シルト

（細砂一粗砂含む）
14　5Y4／1　灰色シルト混粗砂（有機物多量に含む）　⑱　5Y5／1　　灰色砂混シルト
15　2．5Y3／1黒褐色シルト（徹砂、有機物含む）
16　7．5Y5／1灰色シルト混細砂一粗砂
17　5Y3／1　オリーブ黒色シルト
18　5Y4／1　灰色シルト（細砂一粗砂、有機物含む）
19　2．5Y5／1黄灰色シルト混粗砂
20　2．5Y5／1黄灰色砂混シルト（有機物含む）
215Y4／1　灰色シルト（有機物含む）
22　5Y5／1　灰色粗砂混シルト（有機物含む）

＋10YR4／1褐灰色砂混粘質土含む
⑱　7．5Y4／1　灰色砂混シルト（（勤よりシルト強）

＋10YR4／1褐灰色砂混粘質土ブロック含む
⑯10Y5／1　灰色シルト

＋2．5Y4／1貴灰色シルトブロック含む
⑮10YR5／1褐灰色シルト（⑪よりシルト強）

＋2，5Y4／1黄灰色シルトブロック含む
⑯　5Y6／1　灰色粗砂

1」OYR3／2黒褐色砂混粘賢土（シルト宜、炭含む）
2．10YR6／2灰黄褐色砂礫土（粘賢土混）
3．10YR5／2灰黄褐色砂混粘質土（粗砂含む、Fe含む）
4．2．5Y6／2灰黄褐色租砂（シルト質）
5．10YR3／1黒色粗砂

土坑1平面・立面・断面図

井戸　断面図

第33回　第69トレンチ井戸断面図、土坑1平立断面図
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第3遺構面

黄褐色粘質土～砂質土（第Ⅲ層上面、標高52．0㈱m前後）であり、トレンチ北半は安定した基

盤層（ベース層）が拡がっていた。中央付近からやや南に向かって地形が下がっており、南端の

標高は51．800mである。北東隅で東西幅0．8m、深さ0．3mの自然流路を検出し、中央付近の西

側には落ち込みが拡がる。これは地形の落ち込みであり、埋土は茶灰色砂質土である。その南

側で幅約1．0m、深さ0．3mの、北西から南東へ抜ける自然流路を検出した。この落ち込みと自

然流路の問に、ベース層が高まりをみせる。その下層に旧流路を検出した。第2遺構面で露頭

していた砂層と思われる。旧流路は東南部分に砂層が堆積しており、かつ低くなっている。

出土遺物

第69トレンチでは、古墳時代から中世の土師器、須恵器、黒色土器、製塩土器、瓦器、瓦、木製品、

石器が出土した。これらの多くは耕作土層に包含されていたものである。

土坑1

集水のために枠として設置した羽釜と、黒色土器がある。羽釜は口径23．6cm、残存高22．6cm

である。羽釜内の黒色土器はB類椀が出土した。土坑2出土遺物は、土師器皿がある。

井戸

掘形から土師器の杯、皿、須恵器杯蓋、黒色土器椀が出土している。また、上部構造の井戸

枠内から土師器杯、皿、嚢、黒色土器椀が、下部構造からは土師器皿、嚢、羽釜、黒色土器椀、

皿が出土した。木製品は、曲物、横櫛がある。曲物は一辺15．8cm、器高6．8cmと小さいもので、

横櫛は両端が遺存しておらず全幅は不明である。
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第70トレンチ（第34図、35図、第1表、2表）

区画道路予定地上でL字形のトレンチを設定した。また、南北トレンチ部北端において、方

墳の周濠を検出したことから拡張調査を行った。調査面積は拡張部を含めて620．99Idである。

当該地域はかつて靴下工場が建っていた場所で、建設時および取り壊し時に激しく撹乱を受け

ており、特に取り壊しの際に出たと思われるコンクリート塊などが大量に埋められていた。撹

乱はトレンチ全面にわたって拡がっており、その深度は最大で2．7mを超える。トレンチの東西

方向部分はこの撹乱による破壊が特に著しく、旧河道以外に目立った遺構を検出することは不

可能であった。

基本層序

現地表面の標高は低いところで53．300m、高いところで53．800m。基本層序は、表土および

第I層、第Ⅱ層、第Ⅲ層に分けられる。表土、第I層は近代以降の整地および盛土層で、厚さは0．

8m～1．4mである。第Ⅱ層は中世の耕作土層ユニットであるが、断面観察から少なくとも3面

の耕作面を確認することができた。調査はその3面について行い、第1遺構面から第3遺構面

とした。層厚は0．4m～0．8mである。第Ⅲ層は基盤層であり、第4遺構面として調査を行った。

遺構

第1遺構面（第Ⅱ層）

遺構は耕作に伴う素掘小港と杭穴のみで、遺物も皆無に近く土師器、黒色土器の極小片が僅

かに出土したのみであった。

第2遺構面（第Ⅱ層）

第1遺構面と同様である。

第3遺構面（第Ⅱ層）

主要な遺構は上記2遺構面と同じく素掘小港と杭穴で、遺物も非常に少量である。ただし素

掘小港に関して、この面では上層で検出したものと同様のものにくわえ、幅0．3m～0．5m、深さ0．

24m～0．亜mの、正方位にのる東西溝を3．5m間隔で複数検出した。このほかに、東西方向の流

路状に窪んだ地形の底部で土器溜まりを検出した。

SXOl（第36図）

西から東へ抜ける流路状の地形内で検出した、直径約0．4mの平面円形を呈する土器溜まりで

ある。最大部直径約0．4mの須恵器嚢が埋められており、その内部および周辺に土師器片が散在

していた。これらの土器片は西から東へ向かって帯状に分布しており、浅い自然流路内に須恵

器の嚢を設置し、その内部に土師器片を納めていたと考えられる。

第4遺構面（第Ⅲ層）

東西部中央から南北部南半にかけて、南東から北西へ向けて流れる河道の東肩を確認した。

また、南北トレンチ北端部において、南で西へ向かって緩やかに曲がる南北方向の溝を検出した。

その埋土を掘削したところ、底部から組合式木棺の底板が出土したことから、トレンチを拡張
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して遺構検出を行った。その結果、この溝を周濠とする方墳の存在が明らかになった。これを

受けて、この古墳を下田東2号墳とし、第1次調査で検出された下田東古墳を下田東1号境と

改称することとした。

下田東2号墳（巻頭図版1、第37図～40図）

墳丘裾部が一辺8．0mの方墳である。周濠の幅は北側で2．7m以上、木棺が出土した東側は2．

6m、西側は2．2m、南側で1．5m～1．9m、深さは0．45m～0．5mであった。したがって、周濠を

含めた古墳全体の規模は東西12．8m、南北12．6m以上になる。墳丘は既に削平されており、主

体部の痕跡、副葬品等は確認することができなかった。なお墳丘頂は、検出した主体部上面か

ら1．7m前後の高さであったと推定される。

周濠を検出した時点では墓坑の掘形、および木棺材の抜取り痕跡は観察されなかった。くわ

えて、周濠内の埋土は木棺が出土した東側、他の三方とも自然堆積によるものであり、時期差

は認められない。すなわち、平面、断面ともに墓坑掘形あるいは木棺の抜取り痕跡は観察され

なかった。また、木棺底板直下から、5世紀後半に比定される須恵器の杯身2点と杯蓋4点が

出土している。これらの須恵器は原位置を保っているものと見られ、底板と同時期に周濠内に

置かれた可能性が考えられる。ただし、土器内に遺物は包含されていなかった。

これらの状況および木棺底板の年代測定結果から、古墳の築造時期は5世紀後半と想定され

る。周濠の埋没時期は、埋土に黒色土器が僅かではあるが含まれることから平安時代と思われ

るが、主体部の削平時期は不明である。したがって、この木棺が周濠内に置かれたのは5世紀

後半であり、濠が埋没する時点では既に底板のみになっていたと考えられる。あるいは、当初

から底板のみであった可能性も排除できない。

出土遺物（第41図～44図、第3表）

大半が第Ⅱ層埋土あるいは素堀中港内からの出土であり、遺構に伴うものは極少数である。

第Ⅱ層包含遺物で目立つものは馬歯（第42図234）、須恵器の小壷（第彪図－235）である。また、旧

河道から土師器壷1点（第彪図－236）、須恵器の杯身2点（第42図237、238）が出土している。

SXO1

239は土師器の大型高杯、240は須恵器の大型壷である。

下田東2号墳

木棺底板（第41図）

樹種は高野横で、板目取りの板材を使用している（第43図）。年輪年代測定およびAMS－14C

年代測定を行ったところ、前者では亜9年、後者では415年（中心値）という結果が得られた。年

輪年代測定の結果から、木棺材の伐採年代は遅くとも450年代と考えられる。全長約290．0cm、

幅は広端部で65．2cm、狭端部で49．0cm、厚さは広端部で10．0cm、狭端部で7．5cmである。側板が

あたる部分は幅8．7cm～11．1cmで、0．6cm～1．0cmの段差を付けている。小口板を落とし込むため

の小港部分は広端側が長辺54．5cm、短辺11．6cm～13．0cm、深さ1．8cm～2．0cm、狭端側は長辺40．

5cm、短辺9．8cm～11．8cmで0．8cm～1．2cmの深さに到り込む。特筆すべきは、縄掛け突起状の造
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り出しが短辺の両端に2本ずつ、計4本を完全な形で残している点である。これらは、広端部

のものが長さ18．5cm、厚さ6．5cmと長さ20．0cm、厚さ8．4cm、狭端側は長さ17．0cm、厚さ5．3cmと

長さ18．0cm、厚さ5．6cmで、広端部の1本を除き、側板がのるほぼ延長線上に付けられている。

内寸は全長が194．0cm、広端幅（頭側）が45．0cm、狭端幅（脚側）が33．0cmで、長短比は各々1：0．231、

1：0．170となる。また、広端幅と狭端幅では1：0．733である。これらの数値と、大和高田市

三倉堂遺跡出土の各木棺および大阪府土保山古墳1号木棺の内寸比を比較すると、第4表のよ

うになる。今回出土のものを含め、全長に対し広端幅は21．6％～27．6％、狭端幅は17．2％～25．

7％、深さは広端側が13．6％～21．1％、狭端側は12．6％～21．1％となる。富木車塚古墳前方部第

Ⅲ主体部、後円部第Ⅲ主体部の木棺痕跡についても長短比は同様の傾向にあり、土保山古墳2

号木棺、富木草塚前方部第I、第Ⅱ主体部の出土例もまた、近似値を示している。

構造的に当木棺に近いと思われる三倉堂4号木棺は、内寸全長180．0cm、広端幅偲．Ocm、狭端

幅31．0cmで長短比が1：0．233、1：0．172、広端幅と狭端幅では1：0．738である。両端が腐蝕

して失われているために外寸は不明であるが、内寸においては今回出土の底板とほぼ同規模で

あり、長短比および広端幅と狭端幅の比率についても近似した数値を示す。また、木棺の深さ

は広端部、狭端部とも38．0cmで内寸全長との比率は1：0．211となる。これらをもとに下田東2

号噴出土木棺の深さを復原すると、広端側で40．7cm～42．0cm、狭端側で40．5cm～42．0cmという

数値を得ることができる。また、三倉堂3号木棺についても、内寸の寸法比において比較的近

い数値が求められる。これは、木棺全体の規模、構造の差違に関わらず、内部空間すなわち遺

骸を納めるスペースについては一定の規格が存在した可能性を示唆するものと思われる。

構造については、底板以外の部材が出土していないため詳細は不明であるが、既知の組合式

木棺の中仕切り板を小口板とし、底板のものと対になる突起をもった蓋を組み合せたと推定さ

れる。ただし、今回出土した底板の突起部分には縄を掛けた痕跡は残っておらず、部材を造っ

たものの、木棺として組み立てられることが無かったとも考えられる。

須恵器（第42図－242～247）

木棺直下から杯身2点、杯蓋4点が出土した。これらはTK23－TK47に相当する。

土師器（第42図－241）

南周濠中央部の濠底部から丸底壷1点が出土している。
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第1表　第70トレンチ北壁土色

層番号 土色 土質

1 表土

2 7．5Y R 3／1 黒褐色弱粘質土　 やや砂質　 M n含む

3 2．5Y 5／2 暗灰黄色砂質土　 Fe含む

4 1‾OY R 4／2 灰黄褐色弱粘質土　 租砂、M n含む

5 10Y R 3／4 暗褐色粘質土　 M n、炭化物細片含む

6 10Y R 3／3 暗褐色弱粘質土 ‘M n含む

7 10Y R 3／2 黒褐色粘質土　 M n、炭化物細片含む

8 10Y R 3／1 黒褐色粘質土　 粘土に近い粘 り　 炭化物細片含む

9 7．5Y R 4／3 喝色粘質土　 M n含む（地山）

第2表　第70トレンチ　西、南、東壁土色

層番号 土色 土質

1 表土

2 盛 り土

3 10Y R 4／3 にぷい黄褐色砂質土 ・M n 含む

4 7．5Y R 4／4 褐色弱粘質土　 山n含む

5 10Y R 4／2 灰黄褐色砂質土　 M n、細礫含む

6 10Y R 3／1 黒褐色粘質土　 M n、‘砂粒含む

7 10Y R 3／2 黒褐色弱粘質土　 やや粘 り強い　 M n、炭化物含む

8 10Y R 3／4 暗褐色弱粘質土　 M n、F e含む

9 10Y R 3／2 黒褐色粘質土　 M n、F e含む

10 10Y R 4／3 にぷい黄褐色弱粘質土　 M n含む

11 10Y R 4／2 灰黄褐色土　 M n含む

12 10Y R 4／2 灰黄褐色砂質土 ．M n、F e含む

13 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘質土　 M n、F e、・砂粒含む

14 7．5Y R 4／4 褐色弱粘質土　 やや粘・り強い ＿M n、F e含・む

15 7．5Y R 3／1 黒褐色弱粘質土　 やや砂質　 M n含む

16 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘賓土　 F e多量に含む

17 10Y R 4／4 褐色砂質土　 M n含む

18 7．5Y R 4／3 褐色砂質土　 M n含む

19 7．5Y R 4／4 褐色弱粘質土（やや砂質） M n含む

20 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘質土（やや砂質） M n含む

21 7．5Y R 4／6 褐色粘質土（やや砂質） M n、炭化物含む

22 10Y R 6／2 灰黄褐色砂粒

23 2．5Y R 4／2 暗灰黄色　 きめ細かい砂質土（やや粘 りあり） F e多量に含む

24 7．5Y R 4／3 褐色粘質土　 M n含む（地山）

25 10Y R 4／2 灰黄褐色土（やや砂質） M n含む

26 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘質土‘（やや粘 り強い） M n含む ・

27 10Y R 4／2 灰黄褐色砂質土

28 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘質土（やや砂質） M n含む

29 10Y R 4／1 褐灰色弱粘質土　 M h、炭化物含む

30 7．5Y R 4／4 褐色弱粘質土

31 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘質土（やや砂質） M n含む

32 7．5Y R 5／6 明褐色砂質土　 M n含む

33 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘質土　 租砂、M n含む

34 10Y R 4／3 にぷい黄褐色土　 M n含む

35 10Y R 4／1 褐灰色弱粘質土（やや砂質） M n含む

36 10Y R 4／4 灰黄褐色砂質土　 M n含む

37 10Y R 4／3 にぷい黄褐色砂質土 ・M n含む
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層番号 土色 土質

38 10Y R 4／4 碗色弱粘質土（やや砂質） M n含む

39 7．5Y R 4／1 黄灰色弱粘質土　 M n 、砂粒含む

40 10Y R 3／3 暗褐色弱粘質土（砂粒混） M n 、炭化物含む

4 1 10Y R 3／2 黒褐色弱粘質土　 M n 含む

42 2．5Y R 4／2 暗灰黄色粘質土　 M 山 F e、炭化物含む

43 10Y R 3／1° 黒褐色粘土 －M n 、F e、炭化物含む

44 2．5Y 4／2 暗灰黄色弱粘質土　 M n 、r炭化物含む

45 ． 2．5Y 4／3 オリャブ褐色弱粘質土　 M n 、炭化物含む

46 2．5Y 4／1 黄灰色弱粘質土　 M n 、含む

47 10Y R 4／1 褐灰色弱粘質土（やや粘 り強い） M n、炭化物含む

48 10Y R 3／4 暗褐色粘質土　 M n 、炭化物含む

53 10Y R 4／3 にぷい黄褐色弱粘質土（やや砂質） M n、F e含む

54 10Y R 4／3 にぷい黄褐色弱粘質土（砂質） M 占、F e含む

55 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘質土（やや砂質） M n、F e含む

56 10Y R 4／2 灰黄褐色粘質土（租砂混） M 恥 F e含む

57 10Y R 4／2 灰黄褐色粘質土（租砂混） F e含む

58 10Y R 4／2 灰黄褐色粘賓土（租砂、一砂利混） M h、F e含む

59 10Y R 4／3 にぷい黄褐色粘質土（租砂混） M n、F e含む

60 10Y R 4／2 灰黄褐色粘質土　 M n、F e、柵礫含む

61 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘質土（やや砂質） M n 、F e含む

．62 10Y R 3／3 暗褐色弱粘質土（租砂混） M n 、F e含む

63 10Y R 3／3 暗褐色弱粘質土（租砂混） M h 、F e含む

64 7．5Y R 3／2 黒褐色弱粘質土（租砂混） M n 、F e含む

65 5Y R 4／8 赤褐色弱粘質土　 M n、F e、炭化物含む

66 10Y R 6／3 にぷい黄橙色細砂　 F e含む

67 2．5Y 4／1 黄灰色柵砂　 F e多量に含む

68 10Y R 4／3 にぷい黄褐色弱粘質土　 M n、F e含む

69 10Y R 4／4 褐色弱粘質土（租砂混） M n 、F e含む

70 10Y R 6／3 にぷい黄橙色租砂　 F e含む

71°‾． 10Y R 7／3 にぷい黄橙色砂（やや租） F e含む

72 10Y R 4／4 褐色弱粘質土（租砂混） M n、F e含む・

73 10Y R 4／3 にぷい黄褐色小礫　 F e含む

74 7．5Y R 4／4 褐色粘質土（やや砂質） F e多量に含む

75 7．5Y 4／6 褐色細砂　 F e多量に含む

76 10Y R 4／1 褐灰色柵砂　 F e多量に含む

77 5B 3／1 暗青灰色粘土　 M n 、F e、雲母含む

78 10Y R 4／2 灰黄褐色粘土　 F e、炭化物含む

79 10Y R 4／2 灰黄褐色粘質土（砂粒多） M n含む

80
7．5Y R 4 ／6

7．5Y R 4／1
褐色粘質土、褐灰色砂質土混合　 M n 、細礫炭化物含む

81 10Y R 4／2 灰黄褐色租砂　 M n、F e、細礫含む

82 10Y R 5／2 灰黄褐色砂質土（砂粒混、錮粘性） M n、F e含む

83 7．5Y R 4／6 褐色砂質土（租砂） F e含む

84 10Y R 4／2 灰黄褐色砂質土（柵砂） rM n 、F e、細礫含む

85 10Y R 4／2 灰黄褐色弱粘質土（租砂混） M n 、F e含む

86 10Y R 5／2 灰黄褐色砂質土（弱粘性） M n 、F e、炭化物含む

87 10Y R 4／1 灰褐色粘質土（租砂質） M n 、F 占含む
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Yニー26．146

Yこ一26．146

第36図　第70トレンチ　SXOl遺物出土状況図
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第41図　第70トレンチ下田東2号墳出土木棺底板実測図
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第42図　第70トレンチ第Ⅱ層、旧河道、SXOl、下田東2号墳出土遺物
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第3表　第70トレンチ出土遺物観察表

図番号

出土遺物 法量（cm ） 色調

胎 土 焼成
残存

率（％）
備考

種 別 器種
口径

（長）

底径

（幅）

器 高

（厚）
外 1内

234 馬歯 5ユ5 2．4

235 須恵器 小型壷 14．1 3．45 9．45 N 6／0灰

密／0．5皿以

下 の長石、

チ ャー ト、

黒色粒 子

良 90

．・236 土 師器 丸底壷 12．1 17．3

．10T R7／3

にぷい

黄褐

密／2．0mm以

下 の長石、

チャー ト、

金雲母

良 80

237 須恵器 杯身 ‘12．2 4．9 N 6／0灰

密／2．0mm以

下 の長石、

チ ャー ト

良 90

238 須恵．器 杯身 10．7 4．75
N 8／0灰

自

やや租 ／1．5

mm以下 の長
石、 チ ャー

ト

やや

軟 －
80 底部穿孔

239
古式土

師器

大型 高

杯
30．6 18・甲

5Y R 7／8

橙

密／2．0m皿以

下 の長石 、

石英、 チ ャ

ー ト、金雲
母、赤色粒

子

良 75

240 須恵器 大型壷 22．0 45．7
N 7／0灰

自

密／1．0mm以

下 の長石 、

チ ャー ト

良 80

241 土 師器 ここヒ笠 10．6 12
7．5Y R6／6

橙

7．5Y R6／4

にぷい橙
密 良好 95

胴部外面：パ

ケ　 内面：ユ

ビナデ　 ロ

緑郡内面：ヨ

コナデ後 ヨ

コパケ

242 須 翠器 杯蓋 11ユ 4．8
N 71灰

自

N 71灰

自
密 良坪 100

243 怨 恵器 杯蓋 11．4 4．8 N 61灰 N 61灰 密 良好 100

244 須 恵器 杯蓋 1‘1．8 4．4
N 71灰

自
N 61灰． 密 良好 100

245 須 恵器 杯蓋 ・12．0 4．7 N 61灰 N 61灰 ・密 良好 100・

246 須 恵器 杯 身 9．6 4．7 N 61灰 N 51灰 密 良好
ほぼ

100

口緑 部僅 か

に欠損

247 須 恵器 杯身 10．0 4．8 N 51灰
N 7］革

白 ．
密 良好 100
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樹種調査結果
コウヤマキ科コウヤマキ属コウヤマキ（Sciadopitys vertic＝Iata Sieb．et Zucc．）
木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや緩やかで晩材部の幅は極めて狭い。
柾目では放射組織の分野壁孔は小型の窓状で1分野に1－2個ある。
板目では放射組織はすべて単列であった。
コウヤマキは本州（福島以南）、四国、九州（宮崎まで）に分布する。

第43図　第70トレンチ下田東2号噴出土木棺底板　樹種同定結果
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組立状態

三　　　「干

第44回　下田東2号墳出土組合式木棺復原模式図
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第4表　木棺計測比較表

内寸全長（cm ） 内寸広端幅（cm ） 内寸狭端幅（cm ） 内寸広端高（cm ） 内寸狭端高（cm ）

三倉堂 1 号木棺 250 69 57 40 36 ／

三倉堂 2 号木棺 285 66 54 39 36 ／

三倉堂 3 号木棺 249 54 47 44 40 ／

三倉堂 4 号木棺 ・180 42 31 38 38 ／

三倉堂 5 号木棺 175 ・・45 45 32 29 ／

±保山古墳1号棺 235 60 50 40 35 ／

土保山古墳2号棺 220 ．45 40 － －
／

富木車塚古墳前方

部第 I主体部
240 50 47 － －

／

富木車塚古墳前方
部第 Ⅱ主体部

220 ． 68 60 － －

／

富木車塚古墳前方
部＿第Ⅲ主体部

200 55 45 － －

／ ‘

富木車塚古墳後円

部第Ⅲ主体部
200 50 47 － －

／

下田東 2 号墳木棺 194 45 由
－ －

全 長 ：広 端 幅 全 長 ：狭 端 幅 広 端 幅 ：痍 端 幅 全 長 ：広 端 全 高 全 長 ：狭 端 全 高
広 端 全 高 ：狭

端 全 高

三 倉 堂 1 号 木 棺 1 ：0．2 7 6 1 ：0．2 2 8 1 ：0．8 2 6 1 ：0．1 6 0 1 ：0 ．1 4 4 1 ：0 ．9

三 倉 堂 2 号 木 棺 1 ：0．2 3 1 ・1 ：0ユ8 9 1 ：0．8 18 1 ：0ユ3 6 1 ：0 ．1 2 6 1 ：0．9 2 3

三 倉 堂 3 号 木 棺 1 ：0．2 16 1 ：0．．18 8 1 ：0．8 7 0 1 ：0．1 7 6 1 ：0 ．1 6 0 ‘1 ：0．9 0 9

三 倉 堂 4 号 木 棺 1 ：0．2 3 3 1 ：0．17 2 1 ：0．7 3 8 1 ：0．2 1 1 1 ：0 ．2 1 1 1 ：1

三 倉 堂 5 号 木 棺 1 ：0．2 5 7 1 ：0．2 5 7 1 ：1 1 ：0．1 8 2 1 ：0 ．1 6 5 1 ：0．9 0 6

土 保 山古 墳 1号 棺 ・1 ：0．2 5 5 ° 1 ：0．2 1 3 1 ：0．8 3 3 1 ：0．1 7 0 1 ；0 ．1 4 9 ‘ 1 ：0．8 7 5

土 保 山古 墳 2号 棺 1 ：0．2 0 5 1 ：0．1 8 2 1 ：0．8 8 9 － － －

富 木 車 塚 古 墳 前 方

部 第 I 主 体 部
1 ：0．2 0 8 1 ：0．19 6 1 ：0．9 4 0 － － －

富 木 車 塚 古 墳 前 方 ．

部 第 Ⅱ主 体 部
1 ：0．3 1 0 － 1 ：0．2 7 3 1 ：0．8 8 2 － － －

富 木 車 塚 古 墳 前 方

部 第 Ⅲ主 体 部
1 ：0．2 7 5 1 ：0．2 2 5 1 ：0．8 18 － － －

富 木 車 塚 古 墳 復 円

部 第 Ⅲ主 体 部
1 ：0：2 5 0 1 ：0 ．2 3 5 1 ：0．9 4 0 － － －

下 田 東 2 号 墳 木 棺 1 ：0．2 3 1 1 ：0 ．1 7 0 1 ：0．7 3 3 － － －

下田東2号墳出土木棺復元規模

内寸全長（cm ） 内寸広端幅（cm ） 内寸狭端幅（cm ） 内寸広端高（cm ） 内寸狭端高（cm ）

下田東2号墳木棺
1（三倉堂1号適用）

194 45 33 31．040 27．936
／

下田東2号墳木棺
2 （三倉堂2 号適用）

194 45 33 26．384 24．444
／

下田東2 号墳木棺
3 （三倉堂3 号適用）

194 45 33 34．f44 31．040
／

下田東2 号墳木棺
4（三倉堂4 号適用）

194 45 33 40．934 40．934
／

下田東2 号墳木棺
5（三倉堂5 号適用）‘

194 45 33 35．308 32．010
／

下田東2 号墳木棺
6（土保山古墳1号棺

適用）
194 45 33 32．980 28．906
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まとめ

第68トレンチで検出した主要な遺構は、古墳時代後期および、古代から中世以降に比定される。

これらは、第5次調査の際にK地区で検出したものと大幅な時期差が認められず、一連の遺構

群の拡がりとして捉えられる。なかでも、特筆すべき遺構は井戸2である。これは、2個体の

円筒埴輪を積み上げて井戸枠としたもので、このような枠構造を有する遺構は、当遺跡では初

の検出例である。同様のものは奈良県内や大阪府羽曳野市周辺にも認められるが、絶対数は少

なく、稀少な出土例といえる。これらは何れも古代に構築されたと考えられている。今回出土

したものについても、6世紀後半に造られ、7世紀初頭、遅くとも前半のうちに機能を停止し

たと考えられる。今回および5次調査の成果から、当該地域は古墳時代後期から古代において

は居住域であり、その後に生産域へ移行したと考えられる。その時期は平安時代以降と推定す

ることができ、井戸1、3を埋めた砂層堆積がその変化の端緒となったと考えられる。

第69トレンチの遺構密度は低く、検出した遺構は素堀小港にくわえ、土坑1および井戸1基

のみであった。土坑1は羽釜を利用した水溜機能を有する遺構と思われる。井戸は、上部を方

形枠、下部を到抜き材と曲物で構築した、二段構造であった。この枠構造もまた、当遺跡にお

いては初めての出土例である。これまでの調査で様々な枠構造をもつ井戸が出土しているが、

第68トレンチで出土した円筒埴輪転用枠の例とあわせ、当遺跡で使用された井戸枠構造の多様

さを示す資料が増えたといえる。他に流路を検出しているが、これについては、第3次および

第4次調査C地区において検出した旧河道3000と一連のものになる可能性がある。

第70トレンチでは下田東2号境を検出し、その周濠底部から組合式木棺の底板が出土したが、

1）平面観察では墓坑掘形、あるいは抜取り痕跡は確認されず、2）周濠の埋土は木棺底板上層、

他の3ヶ所とも同一時期の自然堆積によるものであり、3）木棺材取上前後のセクション断面に

おいても、墓坑掘形ないし抜取り痕跡は観察されなかった。また、4）木棺底板は頭側を北に向

けて正方位にのり、直下からは須恵器が出土している。古墳築造および木棺底板が置かれた時

期は、底板の年代測定結果およびこれらの須恵器から、5世紀後半から6世紀初頭であり、周

濠埋土に包合される遺物から、周濠が完全に埋没するのは平安時代以降と考えられる。

周濠内に木棺材、土器が置かれた理由あるいは目的については、いくつかの想定をし得るが、

以下に述べるように、何れも問題が残る。

1．周濠内埋葬

周濠内埋葬を行ったと仮定した場合、出土状況から、周濠底部に直接木棺を置き、封土も被

せられなかったと考えられる。その後、底板以外の部材と遺体が移動されたと推定される。し

かし、埋葬を行ったとすれば、遺体の入った棺を野ざらしにしておくとは考え難い。くわえて、

古墳の周濠は素掘りであるがために肩が崩れやすく、したがって容易に埋没するであろうこと

は想像に難くない。いずれにせよ、何らかの理由で棺を取り出したのであれば、その時点で棺

は埋まっていた可能性が高い。当然、抜取り痕跡が確認されるはずであるが、そのようなもの

は認められなかった。したがって、周壕内埋葬を行ったとすれば、埋葬時は墓坑を掘らず、封

土も被せること無く、なおかつ埋葬直後（周濠が埋没する以前）に底板以外の部材および遺体を
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持ち去った状況が想定される。しかし、当古墳が築造された時期における墓制、葬送儀礼等に

ついての検討が必要であろう。

2．改葬

既に述べたように、周壕埋土は全体が完全に同時期の自然堆積によっており、遺体を移動す

る際の抜取り痕跡が認められない。改葬を前提とした仮埋葬を行ったとすれば、上記1の周濠

内埋葬で想定される状況を肯定することも可能と思われるが、仮埋葬といえども棺を埋めない

ということはあり得るのか、ということが問題となる。

3．遺体運搬用具

組合式木棺は埋葬施設内で各部材が組み合わせられる、ということを鑑みれば、遺骸を載せ

て埋葬地まで運ぶという行為は合理的なように思われる。しかし、埋葬が行われた痕跡が見受

けられない今回の出土状況においては、積極的に肯定することは困難であろう。

4．廃棄

埋葬に用いられたとは考え難い以上、可能性としては最も高いように思われる。しかし、底

板は頭側を北にし、正方位に則して置かれており、直下からは須恵器の杯身および杯蓋が出土

している。これらのことから、何らかの意図を以て周濠内に置かれたという状況を、完全に排

除することはできないと考える。

以上のように、墓坑や封土の痕跡が観察されないということから埋葬とは考え難く、単純に

廃棄されたとするには、方位にのり、須恵器を共伴する点に疑問の余地が残る。当時の墓制に

則った、儀礼的祭祀を行った可能性も否定できないと思われるが、さらに検討を要する。

したがって、今回の木棺底板出土の成果は、

・縄掛け突起が残存している組合式木棺の底板は前例が無く、今後、この種の木棺構造を解

明するうえで貴重な資料となること。

・さらに、木棺直葬墓の主体部において、縄掛け突起の痕跡を意識しながら調査を進める必

要性を提示したこと。

という2点に集約されよう。

最後に、今回の調査では調査地一帯の原地形が北西へ向かう傾斜を形成することを確認した。

遺構としては、旧葛下川の流路、埴輪転用井戸、下田東2号境を検出し、過去の調査成果とあ

わせ古墳時代における当該地域の地形、および土地利用のあり方を明らかにし得る成果を得た。

とりわけ下田東2号境の検出は、当事業地一帯に群集境が築かれていた可能性を示唆し、この

地域の古墳築造の変遷をたどるうえで貴重な発見となった。
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第1遺構面（南から）

第3遺構面（南から）

K地区第68トレンチ全景



第3遺構面全景（北から）

第3遺構面中央部（西から）

井戸1検出状況（東から）

第3遺構面南端部（西北から）

土坑2　検出状況（南から）

井戸3　検出状況（南から）

K地区第68トレンチ　各遺構1



土坑群完掘状況（西から）

井戸2　検出状況（東から）

K地区第68トレンチ　各遺構2



井戸枠検出状況1（東から）

井戸枠検出状況2（東から）

K地区第68トレンチ　井戸2



第2遺構面（北から）

第3遺構面（南から）

J地区第69トレンチ　全景
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土坑1検出状況（東から）

井戸　井戸枠上段検出状況（東から）

井戸　検出状況（東から）

井戸　堆積状況（東から）

井戸　井戸枠下段検出状況（東から）　　　　井戸　井戸枠下段内曲物検出状況（東から）

J地区第69トレンチ　各遺構



第70トレンチ全景（上が北）
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第70トレンチSXOl遺構出土状況（西から）

第70トレンチSXOl出土遺物



下田東2号墳出土木棺底板

小口板落込み小溝（頭側）

：1：・二：

・照、・亡、．．・：ヾ、

短辺側面（頭側）

小口板落込み小満（脚側）

短辺側面（頭側中央部）

下田東2号墳出土木棺底板



ふ野，J二．：－・，

下田東2号墳木棺直下出土須恵器

下田東2号墳南周濠底部出土土師器
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下田東遺跡

（車位堂区画7次）

奈良県香芝

市下田束 3
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

下田東遺跡 旧河道 古墳時代 旧河道 土師器

（五位堂区画7次） 耕作遺構

古墳

奈良時代

平安時代

中世‘－

素掘小港

土塊

柱穴

井戸

掘立柱建物

方墳

須恵器

黒色土器
瓦器

瓦片

石器

石製品

土製品
木製品

埴輪
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